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一
、
「
日
本
の
下
水
道
」
の
歴
史

へ
の
さ
さ
や
か
な
疑
問

「
日
本
の
下
水
道
」
（昭
和
６２
年
、
建
設
省
都
市
局
下
水
道
部
監
修
）
の

冒
頭
に
下
水
道
の
歴
史
が
述
べ
て
あ
る
。
「わ
が
国
に
お
け
る
下
水
道

の
歴
史
」
と

「外
国
に
お
け
る
下
水
道
の
歴
史
」
が

コ
ン
パ
ク
ト
に
わ

か
り
や
す
く
書

い
て
あ
る
。
し
か
し
、
ち
ょ
っ
と
お
か
し
い
。
わ
が
国

に
お
け
る
下
水
道
の
歴
史
は
、
明
治
時
代
か
ら
し
か
書
か
れ
て
い
な
い

の
だ
。

下
水
は
人
間
が
存
在
す
る
限
り
人
間
と

一
体
不
可
分
に
存
在
す
る
も

の
で
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
下
水
道
を
い
か
な
る
も
の
と
考
え
る
か
に

も
よ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
歴
史
は
明
治
時
代
よ
り
も
も

っ
と
ず

っ
と
以

前
に
湖
る
は
ず
で
は
な
０
だ
ろ
う
か
。

同
書
の

「外
国
に
お
け
る
下
水
道
の
歴
史
」
の
項
で
は
次
の
よ
う
に

記
述
さ
れ
て
い
る
。

―
―
下
水
道
の
起
源
は
遠
く
イ
ン
グ

ス
文
明
の
栄
え
た
都
市
に
さ
か
の

ぼ
る
。
紀
元
前

二
〇
〇
〇
年
頃
、
モ
ヘ
ン
ジ

ョ
・
ダ

ロ
は
、
井
戸
、
浴

室
、
便
所
等
の
設
備
を
持

っ
た
都
市
。
各
戸
か
ら
の
排
水
は
、
レ
ン
ガ

作
り
の
下
水
道
や
浸
教
込
み
式
の
底
を
抜

い
た
大
甕
に
よ
る
汚
水
槽
を

経
て
、
大
通
り
の
本
Ｆ
水
道

へ
導
か
れ
た
。
本
下
水
道
に
は
煉
瓦
づ
く

り
の
マ
ン
ホ
ー
ル
が
設
け
ら
れ
、
定
期
的
に
清
掃
が
な
さ
れ
た
。
ま
た
、

下
水
渠
の
途
中
に
は
沈
殿
池
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
最
初
の
下
水
処
理

設
備
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
―

‐

わ
が
国
の
下
水
道
だ

っ
て
、
紀
元
前
二
〇
〇
〇
年
と
は
言
わ
な
い
ま

で
も
明
治
時
代
よ
り
も

っ
と
以
前
か
ら
あ

っ
た
と
し
て
も
お
か
し
く
な

０
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
日
本
に
も
、
江
戸
時
代
、
あ
る
い
は
、
そ

れ
以
前
か
ら
人
々
の
密
集
し
た
都
市
が
あ

っ
た
の
だ
か
ら
。

二
、
治
水
事
業
の
は
じ
ま
り

下
水
道
で
は
な
い
が
、
水
と
人
と
の
係
り
と
い
う
点
か
ら
興
味
深
い

の
は
治
水
事
業
の
始
ま
り
で
あ
ろ
う
。
い
ま
さ
ら
言
う
ま
で
も
な
く
、

わ
が
国
に
お
い
て
は
都
市
農
村
を
問
わ
ず
そ
の
殆
ん
ど
が
存
在
の
基
盤

を
洪
水
の
氾
濫
区
域
で
あ
る
沖
積
平
野
に
置
い
て
い
る
。
わ
が
国
の
都

安
　
田
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市
の
発
展
は
、
洪
水
と
の
闘
い
で
あ
る
治
水
の
歴
史
と
裏
腹
の
関
係
に

あ
る
。

「
日
本
の
河
川
」
（昭
和
五
十
七
年
、
建
設
省
編
）
に
よ
れ
ば
、
わ
が

国
の
治
水
事
業
の
は
じ
ま
り
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

―
―
記
録
に
残
さ
れ
て
い
る
治
水
事
業
の
最
も
古

い
も
の
は
、
四
世
紀

に
仁
徳
天
皇
が
難
波
に
遷
都
し
、
淀
川
下
流
に
お
い
て
難
波
の
堀
江
を

開
さ
く
す
る
と
と
も
に
、
枚
方
付
近
に
茨
田
堤
を
修
築
し
、
淀
川
左
岸

一
帯
の
平
野
の
氾
濫
を
防
止
し
た
こ
と
で
あ
る
。
―
―

こ
の
難
波
の
堀
江
の
開
削
と
茨
田
堤
の
修
築
に
つ
い
て
は

「淀
川
百

年
史
」
（
一
九
七
四
年
、
近
畿
地
方
建
設
局
）
に
詳
し
い
が
、
そ
の
中
に

日
本
書
紀
仁
徳
天
皇
十

一
年
の
項
の
引
用
が
あ
る
の
で
そ
の
部
分
を
引

用
す
る
。

―

十

一
年
の
夏
四
月
、
戊
寅
の
朔
に
し
て
甲
午

の
日
、
群

臣

に
詔

わ
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

ぎ

わ

ひ
ろ

し
た
ま
ひ
し
く

「今
朕
、
こ
の
国
を
視
る
に
、
郊
沢
噴
く
遠
く
し
て

日
圃
少
乏
し
。
ま
た
河
の
水

横

に
逝
れ
て
流
末
駿
か
ら
ず
。
い
さ
さ

か
霜
雨
に
遥

へ
ば
、
海
潮
逆
上
り
て
、
巷
里
船
に
乗
り
、
道
路
ま
た

重

な
り
、
故
、
群

臣
共
に
視
て
、　
横

の

源

を
決
り
て
海
に
通
し
、

逆
ふ
る
流
を
塞
ぎ
て
田
宅

を

全

く
せ
よ
」
と
の
た
ま
ひ
き
。
冬
十
月
、

宮
の
北
の
郊
原
を
掘
り
て
、
南
の
水
を
引
き
て
西
の
海
に
入
れ
き
。
因

り
て
、
そ
の
水
を
琥
け
て
堀
江
と
日
ふ
。
又
、
北
の
河
の
洸
を
防
が
ん

と
し
て
、
茨
田
の
堤
を
築
き
き
。
―
―

国
土
の
経
営
に
不
可
欠
の
治
水
で
あ
る
が
、
下
水
道
と
て
同
じ
こ
と

で
あ
ろ
う
．

三
、
本
格
的
下
水
道

と
こ
ろ
で
、
下
水
道
と
は

一
体
ど
う

い
う
も
の
を
言
う
の
で
あ
ろ
う

か
。
私

は
、
「下
水
道
」
と
は
、
下
水
を
排
除
又
は
処
理
す
る
す
べ
て
の

施
設
と
考
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
一下
水
」
と
は
、
人
間
活
動

に
よ
り
生

ず
る
す
べ
て
の
排
水
及
び
人
間
活
動

の
影
響
を
受
け
て
汚
濁
し
た
雨
水

と
考
え
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
前
者

の
排
水

に
は
、
住
居
地
域
か
ら
排

除
さ
れ
る
べ
き
雨
水
も
含
ま
れ
る
。

従

っ
て
、
お
よ
そ
人
間
が
生
活
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
れ
ば
必
ず
下

水
道
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
と
す
れ
ば
、
下
水
道
の
歴
史
は
モ

ヘ

ン
ジ

ョ

・
ダ

ロ
ど

こ
ろ
の
古
さ
で
は
な

い
。

そ
こ
で
、
「下
水
道
」
の
範
囲
を
少

々
せ
ば

め
て
、
こ
こ
で
は

「下
水

道
」
を
本
格
的
下
水
道

（あ
え
て
近
代
的
下
水
道
と
は
言
わ
な

い
）
と

考
え
る
こ
と
に
す
る
。
私
は
、
こ
の
本
格
的
下
水
道
を

「下
水
を
排
除

か

つ
処
理
す
る
た
め
の
系
統
的

シ
ス
テ
ム
」
と
考
え
て
み
た
い
。
キ
ー

ポ
イ

ン
ト
は
排
除
と
処
理
と
系
統
的

で
あ
る
。

こ
う
考
え
て
み
る
と
、
先

の
モ

ヘ
ン
ジ

ョ

・
ダ

ロ
の
下
水
道
は
ま
さ

に
本
格
的
下
水
道
で
あ
り
、
下
水
道

の
歴
史
を
語
る
に
ふ
さ
わ
し
０
も

の
で
あ
る
こ
と
が
う
な
ず
け
る
。

そ
れ
で
は
、
日
本

の
本
格
的
下
水
道
は
や
は
り
明
治
以
降
な

の
で
あ

ろ
う
か
。

こ
の
さ
さ
や
か
な
疑
間

に
対
す
る
答
え
が
日
本
海

の
荒
海

に

横
た
わ
る
佐
渡
島

に
あ

っ
た
。



四
、
佐
渡
相
川
町

佐
渡
島
は
新
潟
市
北
西
約
四
五
�
沖
合
に
あ
る
面
積
八
五
七
�
の
日

本
海
最
大
の
島
で
あ
る
。
天
正

一
年

（
一
五
七
三
年
）
か
ら
慶
長
三
年

（
一
五
九
八
年
）
ま
で
は
、
上
杉
氏
の
支
配
下
に
あ

っ
た
が
、
江
戸
時

代
に
は
徳
川
幕
府
の
直
轄
領
と
な
り
佐
渡
奉
行
が
相
川
に
置
か
れ
た
。

佐
渡
島
で
は
、
平
安
時
代
末
期
か
ら
砂
金
が
知
ら
れ
て
い
た
が
、
慶

長
六
年

（
一
六
〇

一
年
）
頃
、
金
銀
の
鉱
山
が
開
鉱
さ
れ
た
。

江
戸
幕
府
は
そ
の
経
営
に
力
を
注
ぎ
、
石
見
大
森
銀
山
の
経
営
に
あ

た

っ
て
い
た
大
久
保
長
安
を
銀
山
奉
行
に
任
命
、
各
地
か
ら
山
師
、
採

鉱
夫
を
招
し
て
大
規
模
な
採
掘
を
始
め
た
。

そ
の
結
果
、
佐
渡
鉱
山
の
中
心
地
相
川
は
、
大
森
、
生
野
を
し
の
ぐ

鉱
山
町
に
発
展
し
、
全
盛
期
の
元
和
年
間

（
一
六

一
四
年
～

一
六
二
五

年
）
に
は
人
口

一
〇
万
余
の
密
集
し
た
都
市
を
形
成
す
る
に
至

っ
た
。

グ
　
こ
の
様
な
密
集
し
た
都
市
で
排
水
対
策
が
為
さ
れ
な
い
は
ず
が
な
い
。

サ
　
保
健
や
医
療
の
技
術
が
未
熟
で
あ

っ
た
江
戸
時
代
な
ら
な
お
さ
ら
の
こ

セ
　
と
で
あ
ろ
う
。

の島

　
五
、
セ
セ
ナ
ゲ

キ
又御

　
　
相
川
の
町
に
は

「
セ
セ
ナ
ゲ
」
と
呼
ば
れ
る
下
水
道
が
あ

っ
た
。
こ

話
　
の
セ
セ
ナ
ゲ
と
い
う
の
は
、
家
々
の
排
水
を

一
旦
沈
澱
さ
せ
た
後
、
上

孵
　
澄
み
の
水
だ
け
を
家
外
の
排
水
溝
に
排
水
す
る
シ
ス
テ
ム
で
、
江
戸
時

一　
代
、
相
川
の
町
に
は
縦
横
に
こ
の
排
水
溝
が
整
備
さ
れ
て
い
た
の
で
あ

１２
　
る
。

こ
の
セ
セ
ナ
ゲ
は
、
現
在
の
Ｆ
水
道
の
様
に
下
水
を
集
中
処
理
し
集

中
放
流
す
る
も
の
で
は
な
い
し
、
排
水
路
も
暗
渠
で
は
な
い
。
セ
セ
ナ

ゲ
は
下
水
を
分
散
処
理
し
分
散
放
流
す
る
開
渠
の
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

し
か
し
、
排
水
溝
は
系
統
的
に
整
備
さ
れ
て
お
り
、
下
水
道
の
基
本
機

能
で
あ
る
排
除
と
処
理
を
兼
ね
備
え
た
本
格
的
下
水
道
と
言
え
る
も
の

で
あ

っ
た
。
セ
セ
ナ
ゲ
の
下
水
処
理
は
沈
澱
処
理
の
み
で
あ
る
が
、
モ

ヘ
ン
ジ

ョ
・
ダ

ロ
の
下
水
道
で
も
こ
の
点
に
変
わ
り
は
な
い
。

佐
渡
島
の
セ
セ
ナ
ゲ
は
、
日
本
の
下
水
道
の
歴
史
が
明
治
以
前
の
江

戸
初
期
に
は
す
で
に
始
ま

っ
て
い
た
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
。
そ
し
て
、

そ
の
始
ま
り
は
佐
渡
相
川
の
成
立
よ
り
も

っ
と
以
前
に
さ
か
の
ぼ
る
に

違
い
な
い
。
日
本
の
下
水
道
の
歴
史
を
考
え
る
と
き
、
セ
セ
ナ
ゲ
の
歴

史
に
つ
い
て
も
調
べ
て
み
る
価
値
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

な
お
、
こ
の
佐
渡
島
の
セ
セ
ナ
ゲ
に
つ
い
て
は
、
テ
ム
研
究
所
編

「図
説
佐
渡
金
山
」
（
一
九
八
五
年
、
河
出
書
房
新
社
）

に
詳
し
い
の

で
、
興
味
の
あ
る
方
は
そ
れ
を
参
照
さ
れ
る
の
が
良
い
と
思
う
。

六
、
追
伸

先
日
、
た
ま
た
ま
佐
渡
島

へ
行
く
機
会
を
得
た
の
で
、
相
川
で
宿
を

と

っ
た
。
佐
渡
自
慢
の
歯
ご
た
え
の
あ
る
新
鮮
な
刺
身
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
宿
の
陽
気
な
お
か
み
さ
ん
に
セ
セ
ナ
ゲ
の
こ
と
を
聞
い
て
み
た
。

四
十
歳
ぐ
ら
い
の
お
か
み
さ
ん
、
セ
セ
ナ
ゲ
の
こ
と
を
知

っ
て
は
い
た

が
、
沈
澱
槽
は
今
は
無

い
と
言
う
。
何
で
も
お
ば
あ
さ
ん
の
家
に
そ
ん

な
も
の
が
あ

っ
た
が
、
改
築
す
る
際
に
取
り
払
わ
れ
た
そ
う
だ
。
何
故
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取
り
払

っ
た
の
か
と
問
う
た
と
こ
ろ
、
一良
く
わ
か
ら
な

い
が
、
ど
う

も
邪
魔
に
な

っ
て
き
た
か
ら
」
ら
し
い
。
セ
セ
ナ
ゲ
も
今
は
無
し
、
と

い
う
こ
と
だ
。
近
年
の
生
活
様
式
の
変
化
の
結
果
で
あ
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
で
、
セ
セ
ナ
ゲ
と
い
う
言
葉
、
遅
ま
き
な
が
ら
辞
書
を
ひ
い

て
み
た
。
広
辞
林
に
セ
セ
ナ
ゲ
と
い
う
言
葉
は
な
か

っ
た
が
、
「
せ
せ

な
ぎ
」
と
い
う
言
葉
が
あ

っ
た
。
「溝
」
と
書
く
。
意
味
は
次
の
と
お
り

だ
。
―
―

「せ
せ
ら
ぎ
」
の
音
転
。
○
浅
瀬
の
水
の
流
れ
て
い
る
と
こ

ろ
。
Ｏ
下
水
、
排
水
の
た
め
に
掘

っ
た
み
ぞ
。
―

‐

セ
セ
ナ
ゲ
の
歴
史
、
相
当
に
古
そ
う
だ
。

（本
稿
は
、
昭
和
六
二
年
二
月
二
五
日
第

一
回
下
水
文
化
研
究
会
例
会

に
お
け
る
発
表
の
内
容
を
再
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。
）

討
論

が
個
人
の
段
階
ま
で
分
散
し
て
い
た
。
現
在
と
正
反
対
だ
。
現
在
、
穂

高
町
で
や

っ
て
い
る
雑
排
水
処
理
の
シ
ス
テ
ム
が
当
時
の
も
の
に
似
て

い
る
。
生
活
雑
排
水
沈
殿
槽
が
九
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
普
及
し
、
月

一

回
沈
殿
物
を
中
で
収
集
し
、
処
理
場
で
コ
ン
ポ

ス
ト
に
加
工
し
て
い
る
。

穂
高
の
シ
ス
テ
ム
は

一
応
成
功
し
て
い
る
と
思
う
。

（昭
和
六
二
年
二
月
二
五
日
、
日
本
下
水
道
事
業
団
霊
南
坂
分
室
に

て
）

著
者
の
現
職

・
前
職

現
在
、
建
設
省
中
部
地
方
建
設
局
木
曽
川
上
流
工
事
事
務
所
調
査

課
長
。
前
建
設
省
都
市
局
下
水
道
部
流
域
下
水
道
課
計
画
係
長
。

稲
場
　
越
前
大
野
で
も
相
川
と
同
じ
で
、
大
き
な
排
水
の
ま
す
が
あ
り
、

粗
大
な
汚
濁
物
を
沈
殿
さ
せ
た
う
え
排
水
路
に
出
し
て
い
た
。
太
閣
下

水
な
ど
も
い
わ
ゆ
る
処
理
は
排
水
源
で
行

っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

安
田
　
相
川
は
、
系
統
的
な
排
水
路
を
持

っ
て
い
た
。
江
戸
時
代
の
城

下
町
は
、
案
外
系
統
的
な
排
水
を
備
え
て
い
た
。

中
村

　

「下
水
文
化
を
考
え
る
」
（
日
本
下
水
道
協
会
刊
）
の
中
に
水
琴

窟
が
出
て
こ
な
い
の
が
残
念
。

稲
場
　
下
水
道
と
水
琴
窟
は
、
直
接
関
係
が
あ
る
か
疑
間
。
下
水
道
の

原
点
は
、
明
治
以
前
に
あ

っ
た
こ
と
は
た
し
か
。
当
時
は
、
処
理
機
能


